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ICJLE日本語教育国際大会＠BALI における
BJG関連発表報告

１．高等教育シンポジウム
東南アジアのビジネス日本語の研究と教育

伏線？東南アジアの先生方と持続的に議論

①2012 ICJLE NAGOYA

東南アジアの日本語教育に注目⇒パネル

②2015/8 ベトナム/ホーチミン：東南アジア9か国の先

生方が初めて一堂に会す「東南アジアの日本語教育
の役割－グローバル人材育成とつながるネットワーク」

③2015/10 シンガポール：

ビジネス日本語教育国際研究大会

東南アジア7か国の先生方のパネル

④2016/9 ICJLE BALI 高等教育パネル

「東南アジアのビジネス日本語の研究と教育」
⇒⑤2017/5 ハノイ？

背景：東南アジアの高等教育のBJ

• 今後の東南アジアの高等教育における日本語教育⇒
グローバル人材育成のためのビジネス日本語教育が
重要

• 東南アジアにおけるビジネス日本語教育ニーズは学
習者からも日本企業からも大変高い。しかし，ビジネス
日本語教育の理念と内容が今まで十分に議論・共有
されていないことと，それを理解した上でどのように授
業運営を進めたらよいかについても議論・検討されて
こなかったことから，ビジネス日本語教育を行いたくて
も着手できない場合が多い。

パネルの目的・方法

目的

• 東南アジアの高等教育における

ビジネス日本語教育の課題を把握

• BJ理念を検討・共有

• 授業内容と授業運営について検討

方法

• 事前調査：大学で日本語教育を担当する

パネリストとその卒業生

パネリスト

ディアンニ・リスダ： インドネシア教育大学

ロイ・レスミー： 王立プノンペン大学(カンボジア）

クマラグル・ラマヤー：マラヤ工科大学(マレーシア）

トラン・トィ・トゥ・トゥイー:ハノイ貿易大学(ベトナム）

モデレーター:堀井惠子：武蔵野大学

＊残念ながらクマラゲル先生は急用のため不在

＊このほか、ミャンマー, ラオス, タイ, シンガポールか
らのキーパーソンによるポスター発表(予稿集参照)。
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背景：アセアン経済共同体（ACE) 2015

日本企業が拡大を図る国

1．中国 2．タイ

3．インドネシア 4．米国

5．ベトナム 6．台湾

7．シンガポール

12．マレーシア

13．フィリピン

14．ミャンマー
出典：JETRO
2014年度日本企業の海外事業展開に関するアンケート調査

日本語学習者数 約400万人国際交流基金（ジャパン

ファウンデーション
日本語学習動機 (２０１２国際交流基金調査）

１位：日本語そのものへの興味（62.2%）
２位：日本語でのコミュニケーション（55. 5%）
３位：マンガ・アニメ・J- POP等が好きだから（54. 0 %）
４位：歴史・文学等への関心（49.7%）
５位：将来の就職（42.3%）
６位：機関の方針（35.3％）
７位：日本への留学（34.0%）
８位：国際理解・異文化理解（32.4％）
９位：日本への観光旅行（28.6％）
１０位：受験の準備（大学等）（26.6％）

ビジネス

日本語
ニーズ

方法：2つの事前調査

調査1

対象：東南アジアの大学で日本語を教えているパネリスト
項目：ビジネス日本語教育の現状と課題14項目

調査２
対象：日系企業に就職したパネリストの大学の卒業生

各5-10名

項目：4項目

Facesheet

１．日本語使用場面

２．在学時のビジネス日本語教育の有無

３．ビジネス日本語教育の必要な内容

４．日本語を使って仕事をしていく上で、大切だ
と思うこと

結果

パネリストへの調査から;BJ教育の課題

＊卒業生の日経企業就職率は大変高い 80-90%

①ビジネス日本語教育の定義，範囲，内容が明らかで
ない

②海外におけるビジネス日本語教育の国内との違い

③大学として学術と実用のバランスをどうとるか

④初/中級レベルの学習者へのビジネス日本語教育

⑤エンジニアの学習者への対応

⑥ビジネス経験のある教員の必要性
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結果:卒業生のBJ課題

卒業生への調査

①接客時の待遇表現

②確認，ホウレンソウの必要性

③会議，プレゼンテーション

④通訳翻訳

⑤即戦力が求められる，

調査・問題提起から出たディスカッションテーマ

１．BJの理念・目的、内容

２．海外と国内のBJ教育の違い

３．学習者の日本語レベルとBJ・教材、教授法

４．BJ教師の資質

ディスカッション１

ビジネス日本語(以下BJ)教育の理念(目的）・内容

• 調査1：ビジネス日本語の目的

パネリストの回答ベスト３

1．ビジネス場面での日本語コミュニケーション

２．ビジネスマナー

３．待遇表現・配慮表現

ディスカッション１

ビジネス日本語(以下BJ)教育の理念(目的）・内容

堀井(2015)

• ビジネス日本語教育はその対象によって

①すでに就業している ②これから就業する

に分かれ、内容も変わる。

• 本パネルでは②の国内外の大学生（これから

就業）へのビジネス日本語教育を対象とする。

→大学教育として、社会に出ようとする学生の自
己実現のサポート・人間形成

大学生を対象とするBJ教育の理念・目的

大学教育として、

「社会に出ようとする学生の自己実現のサポー
ト/人間形成の一環」として、アカデミック・ジャパ
ニーズ教育(論理的/批判的思考力など）に重ね、

社会人基礎力を含む汎用的スキル，説明，交
渉などができるコミュニケーション力，接触場面
での異文化調整力，そして，他者と協働で問題
を発見し解決する行動力を育む。

提案

• 日本語による問題発見解決能力

• 異文化調整能力

の育成も必要

では、どうしたら？？

PBL(プロジェクト型授業）の勧め

：企画を立て、調査をし、プレゼンをする
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• PBL

9

コンビニ新規店舗企画プロジェクト（流通業）の目的と流れ

想定される就職先

ス キル

問題解決力

Week

オ リエン
テ ー ション

基礎知識
の習得

情報収集
・調査

発表 ・報告書
ま とめ 評価 ・振り返り

1 2-3 4-9 10-14 15

課題 ・
提出物

活動内容

• 日本経済史
基礎の習得

• 流通業基礎
の習得

• 店長インタ
ビュー

• 候補地近辺の
分析（顧客、競
合、自社分析）

• ゲスト講演
• コンビニDVD視
聴

• マーケティング
／ニーズ調査
のためのアン
ケート、インタ
ビューの方法の
習得、実施

• 収集した情報
の分析、まと
め

• 発表資料・報
告書の作成

• 発表の実施

• 自己評価、学
びの振り返り

• 他チームへの
フィードバック

• 企業の評価
• ディスカッショ
ン

• 質問表作成 • 企画書サン
プル

• アンケート /イ
ンタビュー項
目作成、実
施

• プレゼンテー
ション（PPT）

• 付属資料
• 報告書

• 自己評価• （特になし）

• 全体の流れ
の説明

• チーム作り

目的 ・育てるもの

ブ リッジ人財の育成

• 現在の日本・自国の流
通業で役立つ人財育成

• 特に自国において将来
店長候補となりうる人財
の育成

• 小売・量販店

• 新規店舗設置を考案
する際に必要な情報
収集

• 効果的に新規店舗を
出店するためにはど
のような条件を満たす
必要があるか、に答え
るための情報分析と企
画立案

知識

• 日本の流通業に関す
る知識の習得

「アジア人財資金構想共通カリキュラムマネージメントセンター事業報告書」平成20年3月

PBLの例
3日間集中授業
日本語レベルN3

堀井(2014)

プロジェクト案

１．旅行会社(旅行者）への新企画

＊みんなが知らなかったバリ(地元）旅行

インバウンド企画

＊二度目の日本旅行⇒アウトバウンド企画

２．新商品企画

ビジネスチャンスはどこにでもある・・・・・

ディスカッション２

海外ｖｓ日本国内BJ教育比較

違う点:

・言語使用環境が身近にない

・企業文化理解が難しい

・インターンシップ先探しに苦労する

では、どうしたら？？

⇒日系企業との連携
⇒インターネット(特に動画）の活用

ディスカッション3

日本語レベルとビジネス日本語教育

初級からのビジネス日本語教育は可能か？

①ビジネス日本語基礎：マニュアル対応できるもの

電話の受け答え、定型ビジネス文書

コールセンターの対応

→初級からでも可能

②ビジネス日本語応用：交渉、会議、企画など

⇒上級レベルの日本語力が必要

⇒日本語力よりも思考力・行動力が重要な時も・・

．BJ基礎：

①定型表現・知識：ビジネス語彙・ビジネスマナー

電話対応、Eメール、ビジネス文書など、マニュアル化

されたもの⇒インターネットやテキストのマニュアル活用

電話対応：http://www.jp-
guide.net/businessmanner/tel/ukekata.html

Eメール：http://email.chottu

ビジネス電話検定、ビジネス文書検定

②日本企業・業種・職種・就職活動についての知識⇒

＊コールセンター、サービス業、販売などの接客場面

新入社員、アルバイトの範囲
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たとえば・・いろいろな業種を知る

• メーカー：建設／食料品／繊維・服飾雑貨／
化学／医薬・化粧品／機械／プラント・エンジ
ニアリング／コンピュータ・通信／家電・ＡＶ機
器／自動車

• 商社：総合商社／専門商社

• 金融：銀行や証券、生命保険

• ソフトウェア・情報処理：ＩＴ業界

• 百貨店・ストア・専門店：

• 通信・マスコミ：出版・新聞

• サービス：航空／ホテル／旅行／教育／官
庁・公25

日系企業の名前になれる

• 三菱商事・三井物産、住友商事・丸紅、伊藤
忠商事

• 三菱東京UFJ銀
行、 ・・・

• 味の素（あじのもと）、エースコック・・・

• キャノン・富士通・・・

• トヨタ・ヤマハ・・・

• 全日空

• KDDI・NTT

⇒それぞれの企業HPチェック

26

中小企業も
大切

職種
• 事務職：

総務・人事、経理・会計、営業事務、

受付事務、企画・宣伝 など

• 営業職

• 販売職

• 専門職：

開発・研究、技術、土木・建築技術、ＳＥ、

編集・記者、アナウンサ－、カウンセラ－

など
27

ディスカッション４

ビジネス日本語教師の資質
BJ教師にはビジネス経験が必要か？

・あるほうが良いが、ビジネス社会は変化が激しいので、
最新でないと違う情報となってしまうこともある。

・ビジネス経験がなくても、ビジネス情報を勉強すること
で、可能になる部分がある。

・海外の非母語話者の教師の場合、留学体験などで日
本文化/日本の企業文化に触れる経験があるとよい。

・日系企業社員との連携が重要。

・ステレオタイプに注意。

・なぜ、日本人はいつも「すいません」というのか？

・なぜ、残業をするのか？

卒業生調査から(BJシラバス）

日本語を使って仕事をしていく上で、大切だと思うこと

・仕事を始める前に知っておいた方がよいこと

・仕事をしながら身に付けることと

確認をする⇒省略やあいまいな表現が多いの で事前
の確認、復唱練習は有効

• ホウレンソウ⇒あることは知っておく＋OJT

• 会議・プレゼン⇒形式、流れ、語彙は事前に

• 通訳・翻訳⇒仕事をしながら

• 企業の求めるものに合わせる必要があるの
か？

• 日本企業にも変わらなければいけない点が
あるのではないか？

• 双方で折り合いをつけることができれば
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ご清聴ありがとうございました。
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